関西空港、10月末に新国内線エリアが開業

フードコートは10月1日先行オープンへ

　関西エアポートは、リノベーション工事を進めてきた関西空港第1ターミナルの新国内線エリアが10月26日に開業すると発表した。それに先立ち保安検査前の一般エリアでは、10月1日にフードコート「Tasty Street」を先行オープンする。
　新国内線エリアの開業によって10月26日以降、国内線の動線が変更される。国内線出発口を、ターミナル2階南1カ所に集約する。保安検査場にはスマートレーンを計6台導入する。国内線到着口はターミナル1階南部分に移動する。
　また保安検査後の商業エリアを拡充する。ここには関西色豊かな飲食店4店舗、物販店2店舗が店を構える。さらに、国内線新ラウンジ「ラウンジKANSAI」がオープンする。同ラウンジの利用対象者は、ANA、JALのラウンジ利用が可能な人となる。
　一方、先行オープンする一般エリアの商業施設には、飲食6店舗、物販1店舗が出店する。
　なお、関西エアポートによる関西空港リノベーション推進計画では今後、2023年冬に新国際線商業エリアがオープン。25年春にグランドオープンするほか、26年秋には新国際線商業エリアの拡張を行う予定だ。
